
【様式２】 

学校関係者評価書 

 

                                            学校名 鳥栖市立鳥栖小学校  

 

 １ 学校関係者評価実施状況 

（１）学校関係者評価実施日         令和７年２月３日（月） 

（２）資料（評価の参考とした資料）  

・学校評価最終評価（自己評価）  

（３）評価者 

   ・学校運営協議会委員 ６名 

 

２ 評価 

 （１）学校運営について 

    ①目標の妥当性及び達成状況 

    ・目標も妥当であり、概ね達成できている。 

    ②学校の取組状況の適切さ及び自己評価結果の妥当性 

    ・会議資料のデジタル化や定時退勤の呼び掛けが功を奏し、業務改善が進ん

でいる。 

    ③改善方策の適切さ 

    ・学校から地域の行事への参加者は増えたが、地域から学校の授業や行事への参

加者（学校応援ボランティア）が増えるように推進したい。人材の発掘に力を

入れ、学校からの要望も出しやすい仕組みを作れたらなおよい。 

 （２）教育活動について 

    ①目標の妥当性及び達成状況 

    ・目標も妥当であり、概ね達成できている。 

    ②学校の取組状況の適切さ及び自己評価結果の妥当性 

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」と答えた児童の割合が、最終評

価で減っていたので、次年度は増えるように心掛けてほしい。 

    ③改善方策の適切さ 

・「学校が楽しい」と回答している児童が９２％だが、そうでない少数派の

子に対し「このようなケアをしている」といった対応を示していれば、個に応

じた対応・指導をしてもらっている安心感が伝わってくる。 

３ その他学校に対する意見や提言 

・男性教職員の育休取得については、今後も更に推進してほしい。 



様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共
通実践
・学習内容の定着に向けた分
かりやすい授業の実践

〇各学年において、「国語、算数
の学習内容を理解することができ
る」児童８５％以上を目指す。
○「学級（クラス）の友達との間で
話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりすることが
できていると思う」と回答した児童
９０％以上を目指す。

・ドリルタイムなどを利用して基礎・基本の学習内
容の定着を図ったり、児童の習熟度をこまめに確
認したりするなどして、児童のつまずきに早めに気
づき、授業に生かす。
・昨年度から引き続き、学校独自の話し合い活動
である「つなぐタイム」を全教科の授業で設定する。

A

・児童のアンケートによると、国語の内容を理解している児童は９０％、算数は８
９％となっている。算数に苦手意識がある児童がまだいるので、ドリルタイムなど
を通して引き続き、習熟を図っていく。
・話し合い活動の大切さを実感している児童は、８９％となっている。すべての児
童が友達と交流するよさを実感できるよう、引き続き研究を行いながら、つなぐタ
イムの充実を図っていく。
・９５％の教員が、ドリルタイムを実施し、基礎・基本の定着につとめている。これ
からも学年で声かけを行うなどしてドリルタイムの充実を図っていく。
・習熟度などをこまめに確認することで、児童のつまずきを把握し、授業などに生
かしている教師は１００％であり、学力向上につとめている結果となった。

A

・児童のアンケートによると、国語の内容を理解している児童は８８％、算数は９１％となっていた。特に算数につ
いては、今年度は「課題提示の工夫」や「問い」を生み出す工夫などの授業改善に取り組んできた。８７％の教員
が取り組むことができたと回答しており、一定程度効果があったのではないかと考える。
・話し合い活動の大切さを実感している児童は９３％であった。今年度も引き続き取り組んでいる「つなぐタイム」
にも81％の教員が取り組むことができたと回答しており、学校全体で取り組んだ効果が、少しずつ児童にも教員
にも浸透していったのではないかと考える。
・ドリルタイムを実施し、基礎・基本の定着につとめてきた。タブレットを使った基礎・基本に関する取組も、学校全
体に広がりつつある。
・習熟度などをこまめに確認することで、児童のつまずきを把握し、授業などに生かしている教師は９７％であり、
学力向上につとめている結果となった。
・学力向上に向け、授業改善やドリルタイムなど様々な取組を行ってきた。まだ不十分なところもあるので、児童
の学力向上に向け、様々な取組を引き続き行う必要がある。

A

・今後も丁寧な指導を継続してほしい。

学びづくり部担当

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○道徳を通し、優しさに関するア
ンケートを実施し、「相手を思いや
り、優しく接するよう心掛けること
ができた」児童８0％以上を目指
す。

・保護者に道徳科の授業を学年部で公開する。
（ふれあい道徳）
・とすっ子掲示板に定期的に取り組み、児童の心
を豊かにしていく。

A

・５学年がすでに授業参観でふれあい道徳を実施している。1学年が1月に行う予
定。
・９５％の教員が「相手を思いやり、優しく接する」ように声かけをすることができ
た。
・毎月とすっ子掲示板を更新し、友達や地域の人へ感謝する時間を設定してい
る。
・９０％以上の児童が思いやりの心をもって優しく接することについて考え、大切
だと感じることができた。

A

・毎月とすっ子掲示板を更新し、自分への励ましや周囲の人への感謝などを掲示した。
・９５％以上の児童が道徳の学習で「相手を思いやり、優しくする」ことについて考えることができた。
・９８％以上の教員が「親切・思いやり」の内容項目で授業を行うことができた。

A

・登校班で班長さんが下級生に優しく接して
いる姿がよく見られる。

仲間づくり部担当

●いじめの早期発見、早期対
応に向けた取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、
いじめの防止等のための取組、
事案対処等）についての組織的
対応ができていると回答する職員
が１００％になることを目指す。

・毎月のにこにこアンケートで・いじめにつながるよ
うな言動に対して、ていねいに対応することで、児
童が「学校が楽しい」と感じられるようにする。
・いじめの対応についての研修・資料提供を年間
に３回以上行う。
・いじめ事案について学校全体で情報を共有する。

A

・毎月、にこにこアンケートを行い、いじめにつながるような言動に対して、ていね
いに対応することができた。その結果、９１％の児童が「学校が楽しい」と答えた。
・いじめの対応について、鳥栖小いじめ防止基本方針を全職員に提案した。
・いじめ事案については、学校全体で情報共有ができている。今後も、学校全体
で共有し、組織的に対応していきたい。

A

・９２％の児童が「学校が楽しい」と回答した。また、９５％の児童が「学校に相談できる友達や先生がいる」と回
答している。日ごろから、ていねいに児童へ対応している結果だと考える。
・いじめの対応、いじめにつながるような事案を、毎月の生徒指導打合せ会や長期休業前に職員で共通理解す
ることができた。
・毎月、生徒指導打合せ会を行い、いじめ事案について学校全体で情報を共有することができた。

A

・先生方の努力は伺えるが、一方で「楽しくな
い」と感じている子どもが気になる。その子に
対し「このようなケアをしている」といった対応
を示していれば、個に応じた対応・指導をし
てもらっている安心感が伝わってくる。

生活つくり部担当

●◎児童生徒が夢や目標をも
ち、その実現に向けて意欲的
に取り組もうとするための教育
活動

●「先生はあなたのよいところを
認めてくれていると思う」と回答し
た児童８０％以上
●◎「将来の夢や目標をもってい
る」について肯定的な回答をした
児童８０％以上

・教室掲示や朝の会・帰りの会などを使って、個々
の児童のよさを積極的に紹介する。
・学期ごとに目標を立て、ふりかえりを行う。その際
に、児童の目標やがんばりを積極的に評価するこ
とで、夢や目標の実現に対する意欲付けをする。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」と答えた児童が、８９％
だった。学級や学年に応じて、個々の児童のよさを認める取組ができ
ていると考える。
・「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童は、７７％だった。今後
は、児童の目標やがんばりを、積極的に評価していきたい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」と答えた児童が８５％だった。今後も、学校全体で児童の一人一人
よさを認め、声をかけるように意識をしたい。
・「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童は、７７％だった。各学年に応じて、行事ごとや学期ごとに目標を
立てている。その目標を振り返る機会をつくったり、教師から肯定的な声かけを行ったりして、目標に向かって意
欲的に取り組む児童を育てていきたい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれる」
と答えた児童の割合が、最終評価で減って
いたので、次年度は増えるように心掛けてほ
しい。

生活つくり部担当

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着
化」
❸「望ましい食習慣と食の自
己管理能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを
行う時間が１週間で４２０分以上
の児童６０％以上
❸「健康に良い食事をしている」
児童８５％以上

①年間２回、全学年でクラスマッチを開催し、練習
を通して運動時間を確保する。また、晴れている昼
休みは、運動場で体を動かすことを推奨する。
③家庭科をはじめとした教科等の学習や給食時間
の指導を通し、「健康に良い食事」の仕方や内容を
理解させる。また、学級担任と栄養教諭のTT授業
で、その理解を深めさせる。

A

①授業以外で運動やスポーツを行う時間の達成率は、下学年７４%、
上学年６９%という結果だった。今後も啓発しつつ、より高めていきた
い。
③食育のTT授業は、４年と３年で実施することができた。学校アン
ケートでは、「健康に良い食事をしている」児童が９４％だった。今後も
啓発を図る。

A

・休み時間には教師も一緒に外で体を動かすことで、児童の運動時間を確保している。また、授業
以外で運動を行う時間の達成率については、下学年７４%、上学年７４%だった。上学年の運動習
慣に向上が見られた。
・家庭科、保健、特別活動、教科「日本語」などの学習や給食時間に、望ましい食習慣について指
導を行った。学校アンケートでは「健康に良い食事をしている」児童が９３％だった。今後も継続し
て指導を行う。

A

・先生方が、昼休みに運動場で子どもたちと
一緒によく遊んでいる姿が見られる。

①仲間つくり部担当
③仲間つくり部担当

●業務効率化の推進と時間
外在校等時間の削減

●月の時間外在校時間が４５時
間を超える職員の割合２０％以下
を目指す。
○職員の持ち帰り業務時間０時
間を目指す。

・職員の持ち帰り時間とその内容の把握を行い、
持ち帰り時間を減らす。
・成績２期制を有効に活用し、放課後等の業務を
効率的に行うことで、昨年度より時間外在校時間
を減らす。
・曜日毎の施錠時刻を設定し、教職員一人一人の
意識を職場全体に繋げる。（金曜日は原則として
定時退勤）
・事故等があった場合の報告・連絡・相談を徹底
し、早めの解決を図ることで事後対応をできるだけ
減らし、業務改善につなげる。

A

・成績２期制を継続することで、１学期末の多忙感が減ったことは実感でき
ている。昨年度と比較して、教職員の４月から８月の平均時間外在校時間
は減っている。４～８月の４５時間上限を遵守できた教職員は８０%を超えて
いる。
・19:00の施錠時刻（金曜日の定時退勤日は17:30）を意識し、声を掛け合っ
て退勤している。

A

・成績２期制、業務のデジタル化を進めたことで、月当たりの時間外在校時間が４５時間以上の職
員の割合が、２学期はどの月も３０%未満で昨年度よりも減っており、平均時間外在校時間も減っ
ている。
・19:00の施錠時刻（金曜日の定時退勤日は17:30）を意識し、声を掛け合って退勤することを継続
できている。
・保護者と電話が繋がらない場合は、退勤時刻を過ぎて対応していることもあるのが現状である。

A

・男性教職員の育休取得については、今後も
更に推進してほしい。

校長・教頭

○衛生・安全管理の改善・充
実

○職場における事故０を目指す。 ・定期的に職員室等の整理整頓と環境美化の時
間を設定する。
・ラインケア、セルフケアの両面から教職員のメンタ
ルヘルス対策を行う。 A

・夏季休業期間に職員作業を行い、体育倉庫や特別教室等の整理、駐車場に
あった倒木の処理をするなど、安全面での向上と仕事の効率化に繋げた。
・広報誌を活用し、教職員のメンタルヘルスについて情報提供をしている。また、
日頃から相談できる体制を整えている。

A

・広報誌等を活用し、教職員のメンタルヘルスについて情報提供をした。
・長期休業中は年休を取得しやすいよう、行事の日程を調整したり、年休の積極的な取得を機会を見つけて呼び
かけたりした。悩みや意見を話せる職場環境になるよう、皆で努めてきた。 A

・メリハリをつけて仕事をすることが大切であ
る。

校長・教頭

●特別支援教育の充実

○個に応じた支援体制
○研修会開催
○関係機関との連携

○個別の教育支援計画及び指導
計画の作成と学期毎の振り返り、
改善等（１００%）
○特別支援教育に関する研修
（校内研修会年４回）

・個別の教育支援計画及び指導計画を作成し、個
に応じたきめ細やかな指導を行う。
・支援が必要な児童については全教職員で共通理
解を図るとともに、支援体制を整えて指導・支援を
行う。計画的に校内研修会を開き、特別支援教育
に関する理解と専門性を高める。

A

・個別の教育支援計画及び指導計画の作成と評価は１００％達成できた。そのう
ち、９０％の教職員が、個別の支援計画を有効に活用し、一人一人の児童の
ニーズに合った支援を行うことができた。
・９４％の教職員が、特別支援教育に関する校内研修や子供支援会議、個別の
支援会議等を通じて、特別支援教育への理解が深まり指導力の向上に生かすこ
とができた。

A

・個別の教育支援計画及び指導計画を有効活用し、一人一人の児童のニーズに合った支援を教師の８８％が行
うことができた。
・子供支援会議４回、校内研修５回実施。支援が必要な児童については全教職員で共通理解を図るとともに、支
援体制を整えることができた。また、特別支援教育への理解も深まり、教師の９１％が指導力の向上に生かすこ
とができた。

A

・子どもの実態に応じた指導をしてもらってい
るが、より多くの先生に見守ってもらいたい。

特別支援担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科
「日本語」の授業公開学級８０％
以上
★保護者等に対する教科「日本
語」に係る情報を年間３回以上公
開した学級８０％以上

・保護者・地域等に対する教科「日本語」の授業公
開を全学級で年間1回以上行う。
・保護者等に対する教科「日本語」に係る情報（学
年便り、学級通信など）を年間３回以上全学級が
行う。

B

・１学期、授業を公開した学級が５３％だった。残りの学級は、２学期以降に実施
予定。
・教科「日本語」に関わる情報を各学年学級懇談会資料に記載した。今後も各学
年のお便り等を通して情報公開を行っていく。

A

・全学級で、教科「日本語」の授業を公開することができた。
・教科「日本語」に関わる情報を毎学期、学年懇談会資料や週案、学年通信に記載することができた。（年間３
回） A

・日本の伝統文化を実際に体験する活動が
見られ、子どもたちは、よい学びをしたと思
う。 教科「日本語」担当

○開かれた学校づくり

○学校運営協議会の取組の
推進

○コミュニティ・スクールのよさを
生かし、学校が地域やPTAと連携
し、学習支援・行事体験・環境整
備・地域安全の確保を行っている
と感じた教員・保護者・学校運営
協議会委員の回答率８５％以上

・学校行事等の積極的な協力依頼（生活科・総合
的な学習等の学習支援）
・地域見守り隊による登下校の安全確保
・学習環境整備の支援
・活動についての情報公開（コミュニティ便り、HP、
メール配信等）

B

・コミュニティ・スクールのよさを生かし、学校が地域やPTAと連携し、学習支援・
行事体験・環境整備・地域安全の確保を行えていると感じた回答した教員は７
６%。更に今後、まちづくり推進センターや地域学校協働活動推進員と情報共有
し、地域人材を生かした取組を推進していく。 B

・コミュニティ・スクールのよさを生かし、学校が地域やPTAと連携し、学習支援・行事体験・環境整備・地域安全
の確保を行えていると回答した教員は６９%で、今後更なる地域との連携を進める必要がある。
・PTAやまちづくり推進センターや地域学校協働活動推進員と情報共有し、地域人材を生かした取組を進め、地
域行事に教師も児童も参画することができた。 A

・学校から地域の行事への参加者は増えた
が、地域から学校の授業や行事への参加者
（学校応援ボランティア）が増えるように推進
したい。人材の発掘に力を入れ、学校からの
要望も出しやすい仕組みを作れたらなおよ
い。

校長・教頭・主幹・主査

●･･･県共通　★･･･市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

①学力向上･･･校内研究の中心的な手立てとして、「課題提示の工夫」や「問い」を生み出す工夫などの授業改善に取り組んだことで、「つなぐタイム」が更に充実し、児童が主体的に自らの考えを表現し、互いの考えのよさを認め合い、深い学びへとつなぐことができた。次年度も、手立ての更なる充実を目指す。
②開かれた学校づくりの推進･･･地域人材を生かした様々な体験活動を行うことができた。また、地域行事に教師も児童も積極的に参画することができた。今年度の成果を継続できるよう、また、課題を減らすことができるように次年度も活動を計画したい。
③教職員の資質向上の推進･･･校内研究と研修の機会が増え、内容も充実したことにより、特に経験が少ない若手の教師の指導力向上に成果が見られた。次年度も、校内研究を柱に、研修の機会を適切に設け、教職員の資質向上を目指す。
④業務改善・働き方改革の推進･･･成績2期制、業務のデジタル化の推進により、これまでの通知表作成時期の時間外在校等時間を効果的に削減することができた。次年度に向けて、校時表・授業時数・学校行事等を再検討し、生徒指導や特別支援教育、不登校等の対応に向けた取組の充実を図り、時間外在校等時間の削減を推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研究で取り組んでいる「つなぐタイム（考えを出し合う・意見交流を行う）」を教員が共通理解・共通実践することで、児童の学力向上につながってきている。今年度も、児童が目的をもって主体的に「つなぐタイム」に取り組むような手立てを考え、児童の学力向上をめざす。

・学校運営協議会発足時から取り組んできたプロジェクトは順調に遂行することができている。今年度も、学校と保護者、そして地域がさらにつながり、「わ」となって取り組めるよう、積極的に地域の「人」や「もの」から学びを深めていくことで児童の郷土に対する思いや誇りを高める。

・昨年度は、業務改善（成績２期制等）を進め、教職員の時間と心の余裕を生み出し、授業づくり等の「教師本来の業務」に専念できるような体制を整えてきた。今年度は、職員が、自宅に持ち帰って業務を遂行している時間を把握し、具体的な改善策を話し合い、働き方改革の改革を実施する予定である。

２　学校教育目標

心豊かで、たくましく、自ら学ぶ　”とすっ子”の育成　～合言葉『わ をつくろう』～

◎やさしさいっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○元気いっぱい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○やる気いっぱい

　・相手の気持ちを考えて行動できる子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仲間と共に健康安全に気をつけ、体を鍛えることができる子　　　　　　　　・進んで学ぶことができる子

　・社会や地域に目を向け、多様性を認め、人や自然を大切にできる子　　　　　　　　　　・よいことを進んで行い、きまりやマナーを守ることができる子　　　　　　　・仲間と話し合い、考えを認め合い、根気強く解決できる子

３　本年度の重点目標

①児童が安心して安全に生活でき、学力向上を図る学校づくり

②開かれた学校づくりの推進（コミュニティースクール）

③教職員の資質向上の推進（授業力、生徒指導力）

④業務改善・働き方改革の推進

学校名 鳥栖市立鳥栖小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


